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應
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。
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得
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，蒙
族
の
、

®

物
#

盤

ぶ

あ

セ

奸

晝

的

親

制

を
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狭
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す
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膨
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落
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又
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落
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斯
様
な
制
度
は
粟
し
て
其
本
來
の
目
的
に
逾
ふ
も
の
で
あ
ら

.う
か
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當
葡
敦：
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.：
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お
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貨
の.割
當
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： 4

に
當
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：： .

て
其
實1S

方
法
に
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に
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逮
な.い
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何
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貴
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要
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か
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く
可
か
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ざ
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に
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し
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共
適
に
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す
る
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で
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る
か
ら
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共
仏
耍
限
谈
ま
で
の
魔
物
測
量
は

出
來
る
か
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れ
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し
そ
れ
以
，一
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又
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他
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れ
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な
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；
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：
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i

側
^
 

め

：
主

灘

的

評

慎

，
に

全

^
r
-相
I
す̂

：
る
か
ら
シ
タ
ぁ
：
る
：マ
、
激

言

览

ぱ

：財

貨

^

清̂

費

せ.ん

，4
Jす
る
に
當
ヴ
て
各
人
0
:
$
?
慮
す
る
A
J
;ど
は
其
j
s貨
 

が

得
4
:て
：f

己̂

：
の

欲

望

を

何

，の

觀

廣

に

滿

：足

在

す

る

が

-
^
u
i
:
5
.

ふ
l
^
.と
ー
遗
ぁ
，

5

て̂
.、
：：/
^
3
^
:
獨
に
幾
何
の
労
働®
が
費
さ
れ̂

ふ
よ
：

と
：；

で
は
な5;

の
：で
ホ
るQ
め
消
費
奪
に
激
し
：て
ズ
各
自
の
.

得
办
.範
圍
ほ
に
於
を
消̂
の
：自S

を

許

す

上

、
：
消
費
者
-
^一.
生
産
物

の

在

産

に

耍

お

勞

働

の®

に
順
着
ず
；：

ふ
な
：

各
自
の
眼
得
效
用
一
に
振
り
ゼ
お
貸
，り
重
要
®
を
評
定
す
る
に
相
逮

な

い

P

ン

强

ひ

 

ぎ
働
便
値
に
依
代
償
を
消
貴
者
ボ
婴
求
卞
る
あ
ち
ぱ
ゾ
或
財
賀

W

は
,
廣

の

簿

耍

，が

集

中

ち

或

財

货

H

は
著
し
•

要
の
減
退
，
 

力
起
る
に
相&
なレ

？：

而
L
て
：結
局
消
费
者
の
限
界
效
用
も
.財
貸
：ゆ
勞
働
慎
値
と
が
：

1.::

激.す
：，

る
.，に

至

る

ま

，で
.
、
：
或

財

貨

に

於

て

キ

 1

産
額 

力
減
ル
-
-
^
"

\

叉
‘诚

烟

貨

に

於

ま

遊

め

梢

加

；

^
烟

る

ょ

ホ

る

，な

.

ぱ̂
、
藏

に

籍

耍

ぉ

す

る

生

産

れ

適

合

：は
或
意
味
に
於
：て

 ̂

ぶ
れ
た
譯
にt
ま

；#

し
まif

が
ホ
じ
得
る
爲m
轉P

つ
.の
.重
太
.
條

仲

が

偶

は

：

り
：：

あIjg

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

資
本
.や

祭

働

入

口

.や

t
r
i
S

等

各
‘生

商

耍

索

..の

供

絵

贵

.か

無

.限

に

.在

る

と

：
い
：
ふ

こ

：と

，で

あ

る

0 Ji
g

耍

に

'應

じ

，，

.て
；任
意
に
當
該
財
貨
.
.の
生
.産
，
 

K
應
じ
ち
れ
る
：お
に
は

ハ
：：，

生
産
を
管
理
ポ
る
も
の
が
自
由
に
各
稀
生
産
手
.段
を
處
分
し
之
を
組
合
せ
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
生 

産
手
段
の
供
給t
が

無

な

い
，こ
と
は
資
1

義
f

で
A

社
1

義
社
會
で
：
4

ま
が
な
い0
-法
產
手
段
の
：供
給
量
が
之
に
對 

す
る
需
要
：

y
.

較
ぺ
て
赚
少
で
：あ
え
以
上
、
何
等
：か
の

‘ポ

：法

：
で

需

要

；；
：

^
供

給

：の
：
適

合

す

る

，
方

法

を

講

ぜ

.：ね

ば

；
^
も

ぬ
0
.
此
適
合
を
齋
も
す 

最

も
.
ロ

旧

的

的

ま

ホ

法

は

需

要

の

，
弱

，
い

も

，の

ょ

り

ぁ

®
,
い

ー

の

に

供

給

を

爲

す

と

^̂
^̂
^

足
を
最
も
：

K

な
-

ル
む
る
方
法
に
相
逮
な
：い
，。
：
需

要

を

顧

慮

ぬ

限

り

如

何

な

：る
慣
値
測
廣
ホ
法
を
以
.て
し
て
も
消
費
者
の
滿
足
を
得 

^
^
.様
サ
生
廣
ホ.律
は
成
就
し
得
ら
れ
な
5
?
.需

耍
0

强
弱
侧
定
ゆ
手
殷
を
泣
を
仏
な
い
：で
、
：

f

に
勞
働
量
の
み
に
頓
り
て
；̂
^
貨
の
慣 

値
を
測
定
す
る
ふ
，

5
:

ふ
の
は
マ
，目
方
や
宇
數
が
等
し
け
れ
ば
何
れ
の

.書
籍
に
1

同
ラ
價
値
を
附
し
て
消
費
者
に
分
ち
與
ヘ
る
と
い
ふ
に
.
. 

等 A
5

?
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；̂
に
營
扁
者
が
消
費
者
の
：泡
費
の
©

^
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限
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各
糖
財
貨
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汾
貴
を
統
；

5
|
;
^
:
^

他
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ポ
法
に
，依
：つ
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年
々j

定
じ
、.単
に
生
産
費

P

ね
就
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：：

み
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働
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値
に
依

0
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較
す
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し
て
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較
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つ
.
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選
ば
れ
た
る
最
少
費
用
の
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生
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：
法

が

必

し

も

經

濟

最

，
合
目
的
と
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限
ら
な
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勞
働
用
與
を
用
ひ*
多
'

K

の
：霊

時

間

蓋

し

て

非

分

業

的

に

生

産

を

營

む

家

內

H

業
的
方
法
と
、

ニ
つ
，

H

は
精
巧
な
機

M

と
少
數
ひ 

努
働
者
と
を
耍
す
る
工
場
工
業
的
生
産
方
法
と
が
者
へ
ら
れ
る
丰
る
。
此
場
合
に
、
生
産
物
に
含
ま
れ
る
努
働
時
間
か
ら
評
し
て 

後

激

，の
：方

が

：：

®

低
M
勞

働

費

用

を

以

ポ

：：

生

産

：し

得
.る
と
ホ
理'由
か
も
ぐ
凝
者
の
力
法
，の
辟
用
を
決

^

:

ホ
セ
女5

:
0
.
#

し
資
本
：の
徘
給t
や
®

勞
働
者
の
數
に
眼
み
が
あ
る
：以
：上
ゾ
雨
餘

.
1:

切
の
欣
货
の
生
商
ポ
法
を 

#

者
が
：勝
率
に
：必
要
も
考

4
:

る
ま
け
の®

の
.資
本
：ゃ
勞
力
を
利
用
す
を
さ
：と
ホ
出
来
な
；

5
:

か
；，̂せ
：あ
名
？
限
り
.あ
る
勞
ヵ
吸
り
あ
る
資 

本

ぶ

最

利

用

す

ネ

に

は

各

一 ::

單

位

：
の
：
生

：産

.乎
段
を
如
何
な
.る

財

貨

の

生

産

に

使

用

す

る

な

ら

ぱ

如

何

な

稀

度

の

生

産

力 

を
備： .

へ
そ
居
る
か
を
知
ウ.た
：

J
4

で
最
が
手
段
：の
原
則
；又
は
最
大
效
用
め
原
則

.

適
合
す
ぇ.樣
に
配
分
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

/
 

:
:
,
:
各
生
産
柴
段
め.生
靡
ヵ
：
^
.測̂
る
に
後
，.
^
;
^
を
物
質
的
生
產
ヵ
め.意
味
，£
:解
す
る
ゎ
は
旣
述.の
：通
り
比
較
不
能
セ
あ
る
か
ら
無
意
味
で

. 

あ
るタ

；；

給
局
吾
々
は
生
庫
物
の
‘數
量
以
外
に
各
生.産
物
忙
對
し
て
何
の
程
鹿
の
軍
嬰
性
を
消
貴
者
は
持
タ
て
居
る
か
と

U

ふ
と
ふ
、
：
換 

.盲
す
れ
ぱ
財
货
：
.の
：ホ

觀i

®

性
如
何
と
い
、
.
.

i
g
:

か
，：̂生
塵
手
段
：，の
生
産
力
，

"一
即
ち
其®
値

火

き

を

測b
,
.
ベ

其

大

小

に

て

各

潘
 

生
産
手
段
の
配
分
を
：變
め
る
：

.

り̂
.外

に

翁

は

な

い

で

も

へ

：

r. >;;ぺ

，

-

:
,
:斯
樣
,？̂
推
論
，に
：依
タ
て.得
た
吾
ネ
の
最
後
の
結
論
ほ
か
，

^
>で
.あ
.る
？
財
货
め
；供
給
靈
：が
欲
望
，に
比
し
て
稀
少
で
あ
る
以
ふ
、
適
當
に 

欲
望
を
制
限
：せ.ね
ば
な
ら
ぬ
，
0
::同
時
に
之
又
限
ら
れ
た
る
生
産
手
段
を
利
用

U

:て
網
當
な
る
財
貨
の
生
産
に
充
て
ね
ば
な
ら
ぬ
0
,如
何 

な
る
財
貨
を
生
産
し
、
：
：如
，何
に
を
產
手
：段
ど
利
用
ホ
べ

/を
か
はr:

宪

づI.

方
に
.於
て
需
耍
せ
ら
る
：\
ふ

財

货

の

數

其

限

界

的

主

觀

的 

凰
要
性
を
測
定
し
、
他
力
に
於
：て
、
：
可
及
的
最
大
；の
限
雄
效
用
を
齋
あ

ホ
， ,

の
：、
生
産
に
生
産
手
段
を
投
入
し
：，て
行
か
ね
ぱ

な
ら
ぬ
。
.ッ 

此
.場
，

産
物
の
限
银
效
用
き
へ
.大
が
れ
ぱ
，そ
れ
に
必
嬰
な
.る
生
®

手
段
の
數
量
に
頓
着
し
：な
い
と
い
ふ
の
セ
は
い
け
な
い
。
，
生
，產
手
ぶ 

も
亦
箱
在
量
を
眼
ら
れ
，て
.居
る
以
上
、
，
其
侧
み
の
重
要
性

.又

.は
價
値
を
測
定
し
.、
該
財
貨
の
生
産
に

‘必
要
な<

る
詣
生
産̂
手
^
^
^
^

が
生
淹
物
の
慎
値
を®過

： .

せ

ね
範
圓
內
於
や
生
摩
せ
"ね
ぱ
經
檢g

生
.鹿
と
ぼ
：

s
s
:̂
;

な

レ

：
0
'
:生
産
手
段
の
，慎f

は
そ
作
.が
、

慎

値

の

財

貨

の

，
生

庫

に

.黄
献
す
：る
極
度
即
ち
：其
慎
値
生
産
力
：、
：
更
に
熊
し

セ
あ
-る
タr
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M
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す
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r
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ひ

 

ぺ，

. 

.

.

.

. 

:

V
:
:
M値〕

と
#

が
と
：；

C

斯
く
の
如
き
關
係
及
び
；之
：に
依
る
各
糊
生
産
物
及
び
生
産
手
段

0
最
も
經
濟
的
な
る
酷
合
は
鍵
に
記
し
た
様
：に
、 

自
由
競
爭-V

企
業
家
.の
先
見
と
消
費.の
自
由
と.職
業
の
自
由
の
備

は
：：

つ
て
..居
る
交
換
經
濟
社
會
ね
於
て
ば
完
全
忙
實
現
せ
.ら
れ
る
の
で

^
-
^
.
.
,
^
,
^
-
,
-
.
^
-
^
.
,
.
^
^
.
0
, 

,
r
.
.
: 

- 

S
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；
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？

ざ

，.ン
.
.
‘
.
：
、
：
，
厂
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：
.
.
：
.

： 一 .̂
. .

::

.

-

^
.
.
. .
-
.
0
.
,
• 

,■ 

V

而

て

令

め

所

謂

る

賽

本

生

義

的

社

會

は

、
；

.
完
全
ふ
は
い
は
れ
な.い
.が
原
則
と
お
て
此■

に

则

ゼ

可

成̂

の
條
仲
を
其
傭
し
て
届
あ
.の
や
あ
る0
: 

,

.

.

賀
赚
が
僧
値

2
<廣

-̂
-̂
:

て
文
交
換
媒
介
牟
段.を
し
.て

流

通

し

セ

居

，
る

い

，
ふ

事

情

は

 

>:

元
来r

:

比
較
；不
可
能..な
る
各
人
の
.生
觀
的
許 

償
を
：.
.
量
の
貨
得
に
依
つ
；
^
：表
現
す
る

iu.:

と
：を
可
能
な
ら

i
： J

め
：るf,

乏

：
に

依

：
ジ

P

各
個
人
タ
タ
の
需
耍
め
，强
さ 

.於
る
と
：と
に
爲
る
。
ヴ
此
場
合

*
離
.も
相
異
わ
た
個
人
間
の
直
接
の
：主
觀
的
評
價
が
比
較
さ
れ
る
も
の

.セ

は

勿

論

な

，
い

0
同

1

財
賀
に
5
 ̂

.は
拾
圓
没
拂
ひ
ぐ
乙
は11お̂

圓

，
ぷ

ま

出

5
:ょ
^
^を̂
ず
る
.か

ら
.
言̂
.や

，
て

，乙

は

甲

.
^り̂
弹
い
欲
黨
を
感
じ
て
居
る
^
:
,
,
か
一:
;
|倍
の
：限
界
效
用 

^
特̂
：0
お
居
る
な
；ボ
と

S

ポ
，計

算

ほ

出

來

か

：の
；セ
：は
な

‘

5

吾
.タ
は
斯
綴
な
心
：理
狀
鶴
の
：研
究
に
立
入
る
こ
あ
は
出
來
な
い
一
し
又
立 

%

唯
貸
幣
に-依
ク
七
表
仗
ざ
れ
た
代
便
.の
：
高

さ

：
に
；
從

ウ

：
せ

間

接

に

：
各

入

の

需

要

；
の
，
强

'
さ

を

算

定

す

る
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裕
な
入
み
自
己
の
ま
養
ゆ
■

ま

遵

灌

球

る

廣

ま

と

■

じ

f

s

供

す
I

t

^

l

l
の
欲
I

■

す
る
I

'へ
る
.ヴ
は
誤
り
て
ぁ
ま
い
，ふ
主
張
が
；̂
場
合
に
も
行
は
れ
る
か
も
’知
れ
ぬ
。’，
仲
し
之
は
世
間
一
般
の

g

俗
的
な
先
人
觀
か
ら
來
た
翁

識

的

響

さ

等

の
s

g

i
嘉

f

i

は
：な

ン
.
蓋
し
I

れ

る

人
，̂
の
|

§

さ

を

錢

す

る

、

」

と

ま

H

I
と

い

ふ

 

.命
題
I

格

に

適

用

す

ま

ら

ぱ

、
，
富

寧

の

i

も

翁
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望
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ま
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り
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滿
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ま

ま
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な
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ま
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ま

に

當
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ま
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ま

に
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力
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賀
.ま

誉

ま
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编
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何
ぅ
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し
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此

考

へ
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ら

聞
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：經

濟
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判
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で

ぁ

ま

と

ょ
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も

寧
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德
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先

入
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に
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居

ま
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ふ
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；
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濟
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つ
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な
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滿
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立
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讓

家

；
の

生
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ま
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：
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的
多
：-|
^
0
;
利
潤
獲
银
，
^
,
:自
、ゆ
と
：し
て'行

ゐ

0
一

^

利
潤
が
得
ら
れ‘る
&

ザ
ネめ

：：

は
、
生IS

費
用
以
：奥&
.艇
精
を
，以
て
柴
虚
物1

靠

じ

得

る

と

レ

ふ

こ

と

、
換
言
す
れ
ば
失
費
に
.對
す
る
評 

個
以
上
：に
顧
がi§1
g
を̂
p
あ
す
：s
成
功
'せ
：̂
i
?あ

：
と

：
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思
味
：
v
-る

ホ

企l
に̂

失

败

：し

摘

先
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^
蒙
.る

と
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ふ

の

：
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需
ー
婴
か
測
定
を
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つ
：
て
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切

粒

ら

ざ

蘇

要
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爲
に
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强
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以
上
ぬ
貴
用
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投
入
；す
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意

味
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れ
如
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は
經
濟
的
合
目
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よ
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判
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て
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に

ポ
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濟

一

と

：
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企
業
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競
银
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は
れ
る
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日
の
社
含
に
於
て
は
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殆
ど
向
動
的
に
此
合
目
的
#i.

が
贊
現
さ
れ
る
仕
組
に
'な
、つ
-て
廣
，る
.。 

企

業

家
®
營

糊

生

義の '!!

刺
.が
即
.すJ
张
仕
組
め
ホ
心̂
廣̂
す
も
.；
の

で

あ

：
る
0

に
蒲
.要
に
適
合
せ
る
生
産
を
營
む
ル
の
は
饒
爭
に
成
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し
、
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逾

合

セ

ざ

る

生

塵

を
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す

企

業
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蒸
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ボ
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適
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れ
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濟
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産
力
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す
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れ
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濟
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如
何
せ
實
に.生
産
：手
；段
：を
如
何
に
配
分
す
ベ
，

き

か

め

羅
針
盤
，̂

お

るも

の
で
あ

り

、

m

に
需
，襄
に
處
じ
た
る
生
産
は
此
羅
針
盤
に
に
づ 

て
行
ほ
れ
る
時
に
め
み
可
能
.と
な
る
の
で
あ

.る
0
:
.物
質
的
生
；産
力
の
檢
大
は
決
じ

.て
：化
しい
意
味
の
國
民
鹤
濟
的
生
®

力
ね
增
大
，で；
 ̂

な

く

輕

濟

政

策

：の
ぼ
が
た
：

及
的
多
大
の
：欲

望

滿

足

れ

か

躁

レ

得

が
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も
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で
あ
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會
主
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社
會
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産
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滿
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滿
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組
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け
る
最
も
顯
著
な
輕
濟
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働
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組
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業
に
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..て
獨
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的
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生
產
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.
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^

.る
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と
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否

め

な
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財

貨
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生

産

に
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要

な

る

機

械

、
原
料
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働
象
、
其
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の
譜
生

産
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歡
の
購
入
に
際
し
て
は
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提
供
者
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間
に
穀
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が
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^
で̂
あ
ら
ぅ
レ0 

,叉
'該
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業
わ
生
產
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資
却
に
際
.し
.て
も
營
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を
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と
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^

^
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耍
冊
線
の
成
質
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し
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決
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ず
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能
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ら
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叉
想
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的
財
貨
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む
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間
接
的
載
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可

能

性
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ま
同
業
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的
鎌
锁
等
幾
多
の
自
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が
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^
;る
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を
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な
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由
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意
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效
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で
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鎌
爭
組||

が
經
濟
的
合
目
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す
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檢
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參
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ハ
勞
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；强
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な
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さ
；？̂自
由
穀
银
組
織
と
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も
常
に
需
要
供
給
ひ
適
合
に
成
功
し
て
居
る
れ
で
は
な
く
幾
多
の
激
烈
な
る
鶴
爭
.は
企
業
の
兆
倒
れ
◎
危
險 

を
蕭
じ
は
：.先
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の

缺

乏

：
ぱ

生

：産

乎

段
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事

例

へ

る
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な
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等
の'不
利
签
が
在
る
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_ 

.
V
1
-
- 

, 

.V 

I
,
?
;
! 

.

.

.
• 

.:.7/..-1 

■.、い.，？-レ
ー
レ
バ
--..



.

.

.

.

.

.
,

.

.

.

. 

-
、
'
. 

.

.
‘ 

：
.
'
.
.
. 

■ 

.

.

. 

.

. 

;
.
v 

■

,
 -.: 

:
 

.... 

, 

.

. 

.
' 

H
r
'
, 

■ 

:■ 

; 

, 

. 

:
. ̂

1
.
-
-
: 

r
f
, 

, 

* 

J
- 

-
r 

f 

, 
.
 

,, , r、

.ir

.

.

.

I

l

l
 

.
,
、

. 

• 

, 

!
1

六 

a

s

v

.'，タ
タk- 

ま
？̂

ぷ
紙
'
め̂

一

赚

々

ー

ひ

政̂

^
事
衝
が
^
^
*
"
^
^
#

败
览
あ
あ
酣
あ
を̂
|
|
?
;
お
呢
-
8ゆ
物
載
っ
て

m

 

る
0 

' 

リ

• 

• 

•
.
.
.
» 

...

‘

. .,■.
 

.
-
. 

-
J 

..... 

1
4
,
. 

....,
 *

r
- 

.
V 

•> 

.

. 

J

. 

■
.
.
.
ァ-…

• 

- 

• 

- 

- 

' 

. 

- 

• 

• 

. 

.

.

.

吾
々
は
ル
處
に
結
論
と
し
て
、〈

'ィ‘H

ク
が
計
晝
經
前
論
研
究
の
繁
得
た
所
の
給
論
を
引
用
.し
た
い
。
即

ち

,

「

選

撑

社

會

主

義

的

霊

の

研

究

に

依

っ
5

に
到
達
せ
る
雙
1
が
必
S

後
的
の
も
の
で
t

と
レ
ふ
要
求
は
し
な 

f
 

の
5
R論

か

ら

し

て

次

の

I

力
の
#

は
；

す
る
能
地
の
無
い
程
明
白
で
あ
る
、
即
ち
吾
々
は
、
今
日
吾
が
輕

W

組
織
の
作
旧，
^

『
■

1

■

ジ
：

j-r
ま

P

お

り

、
：■

ま

ま

を

著

も

く

眼
！̂

;
:

■

夢

が
^
^

る
智
識
的
準
備
が
出
來
て
な

5

と5

ふ！

事
で
ぁ
る
、
缺
け
て
f

も
の
は
、『

經
驗』

で
は
な
く
、
f

が
之
ま
で
、
明
確
に
ま
は
さ 

う
と
し
たX

け
で
答
へ
る
こ
と
の
.出
來
な
か
っ
た
所
のi

り

知

識

的

服.で
あ
る
。
何

人

と

雖

も

或

解

桑

が

見

恥

さ

れ

る

か

レ

知

 ̂

j

ぬ
と
い
ふ
可
能
性
を
全
i

視

，
J

ょ
う
と
は
ザ
ぬ
，で
あ
ら
う
.

> 

傲

し

な

が

ら

吾

々
の.現
在
：の

智

識

狀

態

の

下

に

を

を

斯

様

.

I
 

決

策
^

發
見
し
^
:る
か
何
う
か
は
：
f

疑
は
し
い
と
せ
ね
ぱ
な
：ら
ぬ」

と
O

S
一
 

八〕

.旧

J 

6

へ
へ

H
a
y
e
k
.

前
嚴
攀rill.j. 
|
ニ 
貝
.
.：ペ

ヴ
，ベ，‘ 

，
i 

::

.

.

.

，へ
'
uぱ
I

s

ま

ら

を

f

 

s

を
i

に
指
定
す
る
I

は
i

み
い

L
て

ま

し5

も
の
で
^

/

\寧
ろ
自
由
鼓
？

可
及
的
圓
f

ら
;

©
を
の
が
推
稱
ず
べt

濟g

策g

進
路
で
：あ
る
と
い
ふこ
と 

力
.
U來
/
で

あ

ま

う

自-Ell

ま

に

何

：っ
て
生★

る
諧
み
の
弊
害
をE
^
’ 

l
掌

を
.制
服
す
る
か̂
^

の
如
き
實
S

輕
濟
的
發
股
の
傾
向
を
熟
鶴
す
る
咏
，
之
に
.對
ず
る
難
策
は
域
ち
；印

：̂

■

の
^
^

て
行
くAJ

と
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ね
。 

：
ッ
V
バ
ナ
A 

' 

‘ 

.

ぃ

ri:

:

一

’

；
.リ

，

-
v
u
v
.

.
-
-
:.
.
.
V 

-

■ 

■
; 
,.
 

. 

.

.

.

. 

■ 

-

.

.
; 

: 
-■

■ 

■-

.

1
,
,,■.
.
.
.
*

 
, 

1-
•■

■ 

-
: 

■

'
 

: 

. 

- 

- 

■

.
-,
... 

-
. 

,

.
ペ

ー

' 

.
"

"

.

"

r

,

,

っ
^
^̂
^̂
^̂
^̂

•
•
. 

.

.

.

. 

- 

•
•
. 

i,'
 

- 

- 

•
» 

'

'
 

’，

. 

•■ 

• 

■ 

• 

• 

• 

. 

•
. 

'

' 

•
• 

■ 

’
. 

.
*
.
, 

-
.
.
.
. 

- 

• 

•
•
-
•
-
. 

'
.
.
*
.
.
. 

• 

• 

•.

.

r
纖
川
時
代
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て
助
鄉
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制
度
化
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げ
ら
れ
る
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て
肋
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中
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^
1
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.
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し
こ
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い
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懒
國
河
内
郡
そ
の

#

欽4
-

か
所
の
百
姓
が
キ
义
宿
.の
問
壁
あ
さ
や 

ま
衞E

：

の
宅
' 

そ
ぬ
他
を
襲
麟
し
た
事
仲
で
あ
る
。

こ
の
地
方
の
領
主
關
係
ぱ
後
に

.紹
介
す
る
資
料
の
示
す
が
如
く
、

‘g

る
複
雜
で 

あ
ぇ
0
天
做
を
始
め
、
大
名
、
旅
木
の
所
餅
が
交
錯
し
て
ゐ
た
。
そ
の
た
め
か
こ
の
暴
動
も
{谷
易
に
鎭
腿
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

め
’ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

さ
ら
に

4
-

月
：̂
三
日
に
は
幕
府
が
起
接
次
ぎ
の
や
ぅ
な
命
令
を
殺
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

.
，

-

^

1

1

 

. 

 ̂

. 

. 

r 

.
-

：
-バ

，.V: 

n
ぐ
パ
？

ン7

 

御

勘

定

奉

行

、は

：..

，
レ
，き
■
河
巧
■

彿
原
：パ

1
E

姓
資
相
集
驗
立
候
由
候
間
、

.
'
#断
大
藏
大
軸
め
：

f

{屋

保

三

き

來

人

數

差

出

、
御
代
ぜ
竹
垣

」

ニ
右
衛
門>

,,

牛
久
i

跡
舉
村
厥
動
 

■ 

■ 

. ’
，
 

‘ 

/ 

.
-
‘ ：：
一
丄t 

T

 

.

(

5

セ
|̂
^

〕

'i


